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由布島は周囲２kmほどの小さな「砂の島」です。

１時間もあれば、十分に島を一周できる広さです。

これは由布島でもらった地図です。島全体が天然の

「亜熱帯植物園」になっていて、遊歩道を歩くとさま

ざまな景観や植物を楽しめるようになっているので、

自由時間の間、退屈することは絶対にありません。た

だし、猛烈に蒸し暑いのはどこの島も同じなので、水

分補給はこまめにしたほうが良いでしょう。

もともと砂が堆積してできた島なので、当然砂浜

（マンタ浜）もあります。この日は満月だったので「大

潮」でした。もともと遠浅な海底地形なので、午前中

は海だった場所も、広大な「干潟」になっています。

由布島にも「硫黄島の軽石」がたくさん流れ着いて

いました。潮位が最も高くなった時の汀線（波打ち際）

に浮遊するゴミと一緒に流れ着いて、軽石の集合体を

形成しているのです。

（お茶の水女子大学構内で撮影）

この水たまりの写真が参考になります。針葉樹の落

ち葉（ヒマラヤスギ）が、水たまりが蒸発して、もと

の水たまりの大きさの境界線に集中して残っている

のです。軽石の集積もこれと同じ仕組みです。



軽石には白いペンキで塗ったような模様があるも

のが多いです。これは「コケムシ」という「外肛動物

（がいこうどうぶつ）」の一種で、岩の表面にサンゴ

のような炭酸カルシウムの群体を形成します。摩耗し

ていないコケムシがたくさんついているということ

が、つい最近まで海面を浮遊していた軽石であるとい

う証拠の一つになるのです。

マンタ浜には「茶屋」もあります。私はほかにもい

ろいろ見たいところがたくさんあったので寄りませ

んでしたが、かき氷を食べればよかったと、残念。

これは東日本震災の時に気仙沼市から津波で流出

した路肩の杭です。９年かけて由布島に流れ着いたの

だそうです。列島沿岸を南下したとは考えにくいので

太平洋を一周してきたのでしょう。驚くべきことです。

これは「タコノキ」という樹木の「支持根」です・

まさに名称通りの形状に感心してしまいました。

ちょっとした貝類の博物館もあります。種類を見る

と、由布島産のものばかりではないようですが、なか

なか珍しいものが多く、（冷房が効いていたこともあ

って）ここでかなり時間を使ってしまいました。

特にこの「ナンヨウダカラ」に目が釘付けになりま

した。ナンヨウダカラは漢字では「南洋宝」と書きま

す。「南洋に産する宝貝」の意味で、その大きさ、つ

や、気品に圧倒されます。かつて貝を収集していた友

人が、江の島参道の貝の専門店で５万円の大金を投じ

て購入したのがこの貝でした。貝の収集家にとっては

ナンヨウダカラを１つ２つ持ってないと、様にならな

いのだそうです。

最後に「ちょう園」に寄りました。目当ては沖縄地

方に多い「オオゴマダラ」です。


